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《実施方法と結果の 
見方について》 

・今回から学園生は一
人一台配付されてい
る GIGA 端末を活用
し，アンケートフォー
ムにアクセスして回
答しました。保護者の
皆様にはお持ちの端
末で学園生同様，回答
していただきました。 

・新たに，見通しをも
って行動する，気持ち
や立場を理解する，な
りたい自分になろう
とするなど，キャリア
教育の視点から，本学
園で育成したい資
質・能力について問う
項目（9～14）を設
けました。 

・肯定的な回答のみ（横
棒グラフの左から「そ
う思う」「だいたいそ
う思う」の順）をグラ
フ化し，７５％を判断
の基準としています。 

《結果を 
もとにしての考察》 

・＜設問８＞家庭での
学習習慣について
は，どのステージに
おいても基準ライン
に達し，GIGA 端末
を活用した家庭学習
や，授業と連動した
家庭学習課題を課す
など取組の成果が表
れてきています。 

・＜設問 12＞自分も友
だちも大切にしてい
るについては，90％
を超える高い値で，
友だちと９年間共に
生活することで，お
互いのことをよく理
解し合うことができ
る，義務教育学校の
強みだと言えます。 

・＜設問 11＞見通しや
計画については，全
項目の中で最も低い
値でした。計画表や
スケジュールノート
を活用し，自分の生
活時間を客観的にと
らえるようにしてい
きたいと考えます。 

今回のアンケートは，端末からアンケートフォームにアクセスしての回答としました。これまで同様に，アンケート用紙での回答も
可能にしておりましたが，前回よりも回答数が大きく下回りました。この結果を次回の参考にさせていただきたいと思います。保護者
の皆様には，お忙しい中アンケートにご協力をいただきありがとうございました。お書きいただいた内容から，保護者の方々のおもい
をうかがうことができました。校内でしっかりと内容を共有し，今後の取組にいかしていきたいと思います。 
学園運営協議会理事の皆様からは，義務教育学校の教育効果を認識していただいた一方で，多様な社会になっていくこれからの時代

に，学園生が多様な生き方に出会い，自分の生き方を形成していくことができる取組をすすめていくことが大切であるとご示唆いただ
きました。今後も家庭と地域，学園が連携・協働しながら，子どもをよりよく育んでいきたいと考えています。今後も引き続き，ご協
力をよろしくお願いいたします。 


